
「農山漁村」
経済・生活環境創生プラットフォーム

－企業も農山漁村の関係人口に－
地方創生2.0の推進

参 加 募 集 中
（登録無料）

その悩み、プラットフォームで解決できるかもしれません︕
登録は無料︕是⾮登録ください︕

－プラットフォームの主な活動－

パートナーとなる
⾃治体・企業を⾒

つけたい

企業版ふるさと納税や
クラウドファンディン

グをやってみたい

事業化に向けた
国の⼈的・財政
的⽀援が欲しい

社員のWell-being
向上に取り組みたい

官⺠での情報交換
エンゲージメント創出 ノウハウの周知・普及 事業化に向けた

官⺠のマッチング

ネイチャーポジティブ
な取組を農⼭漁村でや

りたい

まずは
情報収集したい地⽅創⽣2.0に

何から取り組んだら
いいかわからない

⾃社のミッション
と親和的な取組を

⾒つけたい

他の地域の取組や
事例を知りたい

－参画対象－

関係府省庁
地⽅公共団体
⺠間企業等



「農山漁村」経済・生活環境創生プラットフォーム
設立記念シンポジウム・専門部会の御案内

○「農⼭漁村」経済・⽣活環境創⽣プラットフォーム設⽴を記念し、農⼭漁村の現場で課題
解決に取り組む関係者からの事例紹介や、関係者間のエンゲージメント創出等を図るシンポジウムを
開催いたします（次第等の詳細は、下記「お申込みフォーム」に随時掲載します）。

○⽇時︓令和７年2⽉4⽇（⽕曜⽇）12:00〜17:00
○場所︓三⽥共⽤会議所（東京都港区三⽥２-１-８）
○お申込みフォーム

URL︓https://www.contactus.maff.go.jp/j/form/nousin/nousei/241223_1.html

設⽴記念シンポジウム

連絡先

03-6744-2141 suishinshitsu-kikaku_ML@maff.go.jp

農林⽔産省 農村振興局 農村活性化推進室

設⽴記念シンポジウム以降、農⼭漁村における地⽅創⽣に取り組むための具体的なテーマについて、
それぞれの関係者が持つ知⾒や考えを情報交換する専⾨部会を開催いたします。奮ってご参加ください︕

○テーマ
① 通いによる農林⽔産業への参画・コミュニティ維持(地元企業等との連携)
 都市部や市街地の企業のCSV活動や研修等による、持続的な農⼭漁村への社員の派遣を活性化
 農⼭漁村における⼈材の受⼊れ組織・体制の構築
 ⼆地域居住者の参画

② 農⼭漁村を⽀える官⺠の副業促進
 副業を促進するための環境整備（規定の整備や企業価値の向上）

③ 市街地と農⼭漁村間における物流網の維持・確保（郵便局・物流事業者等との連携）
郵便局・物流事業者等との連携し、以下の取組を実施
 ⼀般の郵便物・貨物と併せて、⾷品や⽇常品を農⼭漁村の拠点に配送する仕組みを構築
 農⼭漁村から市街地に新鮮な農産物等を配達する仕組を構築

④ 外部企業との案件形成に向けた⺠間資⾦・⼈材の確保
 農⼭漁村を⽀える⼈材、財源を確保するため、農林⽔産業・農⼭漁村における社会的インパクトを可視化

した上で、企業版ふるさと納税等の活⽤を促進
 地域活性化起業⼈、地域おこし協⼒隊、特定地域づくり事業協同組合制度等の活⽤、国家公務員による出

向・現地フォローアップ制度の活⽤

○今後の予定
・ ２⽉13⽇（⽊）︓第1回専⾨部会（対⾯・オンライン併⽤）

【第１部】（※）10:00〜12:30（テーマ①、テーマ②）
【第２部】（※）14:00〜16:30 （テーマ③）
（場所︓三⽥共⽤会議所（東京都港区三⽥２-１-８））

・３⽉４⽇（⽕）︓第２回専⾨部会（対⾯・オンライン併⽤）
【第１部】10:00〜12:30（テーマ①、テーマ②）
【第２部】14:00〜16:30（テーマ③）
（場所︓三⽥共⽤会議所（東京都港区三⽥２-１-８））

・4⽉〜５⽉頃︓第３回以降の専⾨部会を開催予定
・５⽉末︓とりまとめ

※ テーマ④は、「農⼭漁村における社会的インパクトに関する検討会」において別途検討を⾏います。

専⾨部会

プラットフォーム参加はこちらから

お電話 メール

https://www.contactus.maff.go.jp/j/form/nousin/nousei/241223_2.html



農
山

漁
村

の
現

状
と

課
題

、
こ

れ
ま

で
の

農
林

水
産

省
の

対
応

○
我
が

国
は

、
高

齢
者
の
引
退
等
に
よ
る
農
業
者
の
大
幅
な
急
減
に
直
面
。
こ
の
よ
う
な
中

で
、
食
料
安
全
保
障
を
確
保
す
る
に
は
、
農
業
の
生
産

性
向

上
や

持
続

可
能

性
の

両
立

に
加

え
、
農

山
漁

村
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維

持
が

不
可

欠
。
今

後
、
こ
れ

ら
の

課
題

を
踏

ま
え
、
「
食

料
・
農

業
・
農

村
基

本
計

画
」
を
策

定
。

○
集

落
の

総
戸

数
が

９
戸

以
下

と
な
る
と
、
農

地
の

保
全

等
の

集
落

活
動

が
急

激
に
低

下
す
る
が

、
山

間
地

域
に
お
け
る
総

戸
数

が
９
戸

以
下

の
集

落
の

割
合

は
2
0
2
0
年

と
2
0
0
0
年

を
比

較
す
る
と
2
.3
倍

に
増

加
す
る
な
ど
、
中

山
間

地
域

に
お
い
て
農

山
漁

村
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持

が
懸

念
さ
れ

る
。

〇
こ
の

た
め
、
農

林
水

産
省

と
し
て
は

、
関

係
府

省
庁

と
連

携
し
つ
つ
、
国

の
職

員
が

自
治

体
に
足

を
運

び
地

域
の

取
組

を
支

援
す
る
「
デ
ジ
活

」
中

山
間
地
域
や
地
域
の
多
様
な
主
体
に
よ
る
農
村
型
地
域
運
営
組
織
（
農
村
R
M
O
）
形
成
の
支
援
等
を
実
施
。

現
状

と
課

題
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集
落

活
動

の
実

施
率

と
総

戸
数

の
関

係

資
料
︓
農
林
⽔
産
政
策
研
究
所
「⽇
本
農
業
・農
村
構
造
の
展
開
過
程
-2
01
5年

農
林
業
セ
ンサ
ス
の
総
合
分
析
-」

（
20
18
年
12
⽉
） 総
戸
数
が
９
戸
以
下
の
農
業
集
落
の
割
合

資
料
︓
農
林
⽔
産
省
「農
林
業
セ
ンサ
ス
」

現
在

の
対

応
状

況

2
.3
倍

1
.8
倍



「
農

山
漁

村
」

経
済

・
生

活
環

境
創

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

○
人

口
減

の
要

因
と
し
て
自

然
減

が
社

会
減

を
上

回
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今

後
、
農

山
漁

村
の

関
係

人
口

の
増

加
を
目

指
し
、
民

間
企

業
、
教

育

機
関
、
金
融
機
関
等
多
く
の
関
係
者
を
巻
き
込
む
官
民
共
創
の
仕
組
み
も
活
用

し
、
農
山
漁
村
に
お
け
る
地
方
創
生
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
。

○
こ
の

た
め
、
来

年
２
月

に
、
現

場
で
案

件
形

成
を
図

る
「
『
農

山
漁

村
』
経

済
・
生

活
環

境
創

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
創

設
し
、
関

係
府

省
庁

、
地

方
公

共
団

体
、
郵

便
局

、
民

間
企

業
、
教

育
機

関
、
金

融
機

関
等

が
参

画
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
立

ち
上

げ
、
地

域
と
企

業
の

マ
ッ
チ
ン
グ
や

連
携

の
在
り
方
を
議
論
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〇
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
並

行
し
て
、
農

村
R
M
O
や

特
定

地
域

づ
く
り
事

業
協

同
組

合
等

に
よ
る
地

域
課

題
の

解
決

に
向

け
た
取

組
や

、
農

山
漁

村

が
女
性
・
若
者
に
選
ば
れ
る
た
め
の
地
域
拠
点
の
整
備
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
成
果
に
つ
い
て
は
農
林
水
産
省
の
職
員
が
率
先
し
て
自
治
体
に

足
を
運
び
、
施
策
立
案
等
を
助
言
す
る
な
ど
取
組
の
普
遍
化
を
促
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

デ
ジ
タル

活
⽤

「農
⼭
漁
村
」経
済
・⽣
活
環
境
創
⽣
プ
ロジ
ェク
ト（

２
⽉
に
キ
ック
オ
フ）

「農
⼭
漁
村
」経
済
・⽣
活
環
境
創
⽣

プ
ラッ
トフ
ォー
ム

（
⺠
間
企
業
は
各
課
題
に
応
じて
参
画
）

④
外
部
企
業
との
案
件
形
成
に
向
け
た

⺠
間
資
⾦
・⼈
材
の
確
保

農
⼭
漁
村
で
の
官
⺠
共
創

物
流
網
の
維
持
・確
保

通
い
に
よ
る
農
林
⽔
産
業
へ
の
参
画

コミ
ュニ
テ
ィ維
持

副
業
⽀
援

「デ
ジ
活
」中
⼭
間
地
域

デ
ジ
タル
技
術
に
よ
る
社
会
課
題
解
決
・地
域
活
性
化

(I
T企

業
等
との
連
携
)

⼈
の

呼
込
み

①
通
い
に
よ
る
農
林
⽔
産
業
へ
の

参
画
・コ
ミュ
ニテ
ィ維
持

②
農
⼭
漁
村
を
⽀
え
る

官
⺠
の
副
業
促
進

(地
元
企
業
等
との
連
携
)

物
流
網
の

維
持
・確
保
③
市
街
地
と農

⼭
漁
村
間
に
お
け
る
物
流
網
の

維
持
・確
保

(郵
便
局
・物
流
事
業
者
等
との
連
携
)

秋
⽥
県
に
か
ほ
市
で
の
農
村
RM
O
の
取
組
事
例

農
地
の
保
全
活
動

地
域
交
流
活
動

年
間
約
50
0名

が
宿
泊

週
１
回
の
マ
ル
シ
ェ開
催

地
域
の
憩
い
の
場

に
か
ほ
市
の
元
地
域
お
こし
協
⼒
隊
員
が
、

地
域
⾏
事
や
⼀
次
産
業
が
体
験
が
で
き
る

宿
とし
て
ゲ
ス
トハ
ウ
ス
を
創
業
し、
地
域
の

⽅
々
と⼀

体
とな
って
「農
地
を
守
り」
「外

貨
を
稼
ぎ
」「
暮
らし
を
残
す
」取
組
を
実
践
。



「
農

山
漁

村
」

経
済

・
生

活
環

境
創

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

推
進

方
策

（
案

）

○
農

山
漁

村
の

現
場

で
案

件
形

成
を
図

る
「
『
農

山
漁

村
』
経

済
・
生

活
環

境
創

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進

め
る
た
め
、
関

係
府

省
庁

、
地

方
公

共
団

体
、
郵

便
局

、
民

間
企

業
、
金

融
機

関
、
教

育
機

関
等

が
参

画
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
２
月

初
旬

に
発

足
さ
せ

、
地

域
と
企

業
の

マ
ッ
チ
ン
グ

方
法
な
ど
関
係
者
間
の
連
携
の
在
り
方
を
議
論
。

〇
こ
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
は

、
テ
ー
マ
ご
と
に
関

係
府

省
庁

、
地

方
公

共
団

体
、
企

業
等

か
ら
な
る
専

門
部

会
を
設

け
、
案

件
形

成
を
進

め
る

上
で
参

考
と
な
る
事
例
の
収
集
や
手
引
き
の
作
成
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〇
地
方
創
生
に
係
る
基
本
構
想
の
策
定
に
向
け
た
議
論
を
注
視
し
な
が
ら
、
専
門
部
会
で
の
議
論
を
重
ね
、
取
り
ま
と
め
て
ま
い
り
た
い
。

④
外
部
企
業
との
案
件
形
成
に
向
け
た
⺠
間
資
⾦
・⼈
材
の
確
保

②
農
⼭
漁
村
を
⽀
え
る
官
⺠
の
副
業
促
進

①
通
い
に
よ
る
農
林
⽔
産
業
へ
の
参
画
・コ
ミュ
ニ
テ
ィ維

持
（
地
元
企
業
等
との
連
携
）

〇
都
市
部
や
市
街
地
の
企
業
の
CS
V活

動
や
研
修
等
に
よ
る
、

持
続
的
な
農
⼭
漁
村
へ
の
社
員
の
派
遣
を
活
性
化

〇
農
⼭
漁
村
に
お
け
る
⼈
材
の
受
⼊
れ
組
織
・体
制
の
構
築

〇
⼆
地
域
居
住
者
の
参
画

〇
副
業
を
促
進
す
る
た
め
の
環
境
整
備

（
規
定
の
整
備
や
企
業
価
値
の
向
上
）

〇
農
⼭
漁
村
を
⽀
え
る
⼈
材
、財

源
を
確
保
す
る
た
め
、

農
林
⽔
産
業
・農
⼭
漁
村
に
お
け
る
社
会
的
イン
パ
クト
を
可
視
化

〇
地
域
活
性
化
起
業
⼈
、地

域
お
こし
協
⼒
隊
、

特
定
地
域
づ
くり
事
業
協
同
組
合
制
度
等
の
活
⽤

国
家
公
務
員
に
よ
る
出
向
・現
地
フォ
ロー
ア
ップ
制
度
の
活
⽤

③
市
街
地
と農

⼭
漁
村
間
に
お
け
る
物
流
網
の
維
持
・確
保

（
郵
便
局
・物
流
事
業
者
等
との
連
携
）

〇
⼀
般
の
郵
便
物
・貨
物
と併

せ
て
、

⾷
品
や
⽇
常
品
を
農
⼭
漁
村
の
拠
点
に
配
送
す
る
仕
組
み
を
構
築

〇
農
⼭
漁
村
か
ら市

街
地
に
新
鮮
な
農
産
物
等
を
配
達
す
る
仕
組
み
を
構
築

郵
便
局
・物
流
事
業
者
等
と連

携
し、
以
下
の
取
組
を
実
施

〇
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
に
お
け
る
検
討
テ
ー
マ
と今

後
の
ス
ケ
ジ
ュー
ル

・
12
⽉

プ
ロジ
ェク
トの
⽴
ち
上
げ

・
１
⽉

メン
バ
ー
募
集

・
２
⽉
初
旬

シ
ンポ
ジ
ウム
開
催

（
キ
ック
オ
フ）

夏
前
ま
で

各
テ
ー
マ
に
お
け
る
議
論
の
とり
ま
とめ

各
テ
ー
マ
毎
に
専
⾨
部
会
を
⽴
ち
上
げ
議
論

〇
ス
ケ
ジ
ュー
ル




